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DLN A 対応機器で使用ずるには 



DLNA (デジタル•リビング•ネツトワーク•アライアンス）は、デジタル機器(パソコン•家電•モバイル機器など)の相互接続環境を実現 
するために業界標準技術の製品設計ガイドライン「ホーム•ネットワーク•デバイス•インターオペラビリテイ•ガイドライン」を定めて 
います。 


本製品の DLNA ガイドラインに準拠した DLNA サーパー機能を搭載していまず。同ーネットワーク上にある DLNA に 
巧応しているテレビ、ステレオ機器、ゲーム機等で、本製品に保存まれた動画•写真•音楽を再生ずることができまず。 
本製品を DLNA 巧応機器で使用ずるときは、本紙をご参照ください。 


本製品に動画-写真-音楽を貯めて DLNA 巧応機器で再生してみんなで楽しむ 






DLNA サーバー設定画面の表术のしかた 


-•本製品と同じネットワークに接続しているパソコン 
で、 LinkStation / TeraStation に付属の NAS 
Navigator 2 を起動しまず。 



本製品のアイコンを右ク 
リツク （Mac OS ではコン 
トロールキーを押しながら 
クリック）し、 [ Web 設定を 
開く]をクリックしまず。 


※画面に表示されるアイコン、およびメニューは製品に 
よつて一部異なることがあります。 


. .ユーザー名、パスワードを入力し、本製品の設定画面を 
表示しまず。 

--本製品の設定画面のトップぺージから、[その侧-[メ 
デイアサーバー ] をクリックしまず。 

.- fDLNA サー八'—]の隙定変到をクリックしまず。 

《 [ DLNA サーバーの再起動]をクリックすると、 DLNA サー 
バーが再起動し ます。 
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本製品の DLNA サーパー機能の設定を確認ずる 


本製品の DLNA サーバー機能が無効に設定されていると、 DLNA 対応機器から本製品を認識できません。次の画面を 
確認し、[使用しない]に設定されているときは、[使用ずる]に設定を変更してください。 

-■本製品の DLNA サーバー設定画面を表示しまず。 

※設定画面の表示のしかたについては、 「 DLNA サーバー設定画面の表示のしかた」をご参照ください。 

- - fDLNA サー八'-]に[使用しない]が選択されていたときは、[使用ずる]をクリックしまず。 



- - f 保存]をクリックしまず。 
が上で設定は完了でず。 



本製品への接続とフアイルの再生 


DLNA 巧応機器からの接続手順とファイルの再生手順は次の通りでず。 

※あらかじめ、「はじめにお読みください」を参照し、本製品をネットワークに接続してくださし、。 
ここでは当社製 LT - H 90 WN を例に説明します。 


- - DLNA 巧応機器を本製品と同じネットワークに接続 
し、電源スイッチを ON にしまず。 

※接続方法については、 DLNA 対応機器のマニュアルをご 
参照ください。 

- - DLNA 対応機器の選択画面から本製品の DLNA サー 
バーを選択しまず。 

※選択方法については、 DLNA 対応機器のマニュアルをご 
参照ください。 


-■再生したいコンテンツを選択しまず。 

※選択方法については、 DLNA 対応機器のマニュアルをご 
参照ください。 



[ビデオ][ミュージック][ピ 
クチャー]から選択しまず。 



本製品を選択しまず。 

※出荷時設定では「(本製品の 
製品型番)の巡」と表示され 
ています。下線部は本製品 
の MAC アドレス末尾3が子で 
す(お使いの製品によって異 
なります)。 


[ ビデオ] 本製品に保をされた動画コンテンツー覧です。 
[ピクチヤー] 本製品に保をされた写真コンテンツー覧です。 
[ミュージツク] 本製品に保存された音楽コンテンツー覧です。 


-•再生したいファイルを選択し、再生しまず。 

※選択方法については、 DLNA 対応機器のマニュアルをご 
参照ください。 
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再生したいファイルを選択 
しまず。 
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本製品の設定画面からできること 


配信ずるフォルダーを指定ずるには ファイル情報を DLNA 巧応機器へ配信ずるには 


本製品の初期設定では、共有フォルダー 「 sharej に保存 
されている(サブフォルダーを含めまず)全ての動画•写 
真 • 音楽が DLN A 対応機器から再生できるよラに設定さ 
れていまず。次のよラにフォルダーを指定ずると、特定 
のフォルダーのみ動画•写真•音楽を再生できるよラに 
設定ずることができまず。 

-■本製品の DLNA サーバー設定画面を表示しまず。 



[公開フォルダー]のプルダウンメニューに、共有 
フォルダーと、1階層下のサブフォルダーが表示さ 
れまず。配信したいフォルダーを選択してください。 

- - f 保存]をクリックしまず。 

- - DLNA 対応機器からは、手順2で選択したフォル 
ダーに保存されたファイルのみ選択-再生可能と 
なりまず。 


接続まれている DLNA 巧応機器の情報を見るには 


本製品に接続されている DLN A 対応機器の一覧情報を 
確認ずる手順は次の通りでず。 

--本製品の DLNA サーバー設定画面を表示しまず。 

. イアクセス許可 DLNA クライアント]をクリックしまず。 



本製品と同じネットワークに接続されている DLNA 
対応機器の MAC アドレス、 IP アドレス、デバイス 
名が一覧が表示されまず。 

XDLNA 対応機器により、 IP アドレス、デバイス名が表示 
できない場合 （ 「取得できません」と表示されるもの)が 
あります。 


※接続した DLNA 対応機器の情報が表示されない場合、 
[クライアン I 覧を再取得]をクリックしてくださし、。 


松開フォルダー]に保存された動画•写真•音楽フアイ 
ルを、 DLNA 巧応機器から選択ずるには、次のように 
DLNA サーパ'—のデータべースを更新し、保存されて 
いるファイル情報を DLNA 対応機器へ配信ずる必要 
がありまず。 

※初期設定では、起動後と60分に1回データベースを更新し 
ています。 


--本製品の DLNA サーバー設定画面を表示しまず。 

- 公開フォルダーのファイルが更新されたときに 
データベースを更新ずる場合 



[データべース自動更新]から[使用する]、[フアイ 
ル書き換えに同期]から[使用する]を選択します。 

■ 今ずぐデータベースを更新ずる場合 



[データべース自動更新]から[使用する]、[フアイ 
ル書き換えに同期]から[使用しない]を選択し、 

[今すぐ更新する]をクリツクします。 

■指定した時間に1回、データベースを更新ずる場合 






[データベース自動更新]から[使用する]、[フアイ 
ル書き換えに同期]から[使用しない]を選択し、 

[自動更新間隔]に時間を1分単位で入力します。 

※データベースを自動更新しない場合は、[データ 
ベース自動更新]の[使用しない]をクリックします。 


- - f 保存]をクリックしまず。 
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CDLNA 巧応機器から再生できないよラにしたいときは S 


--本製品の DLNA サーバー設定画面を表示しまず。 

-イアクセス許可 DLNA クライアント]をクリックしまず。 

.- DLNA クライアン I ^一覧から再生させたくない DLNA 対応機器の[許可]の欄をクリックし、 
表示されたメニューから距哥を選択しまず。 



-イ設定]をクリックしまず。 





たとまは 




ファイルを再生できないときは 

本製品で再生に対応しているファイルの拡張子はが下の通りでず。本製品では再生ずるとき、ファイルの拡張子のみ 
を判別していまず。 


種類 

ファイルの拡張子 

動画ファイル 

■ 、■ 、■、■ 、■ 、■■、■ 、■ 、■■、■■、■ 、■ ■、 

■ N 、■、■、■ N 、■■、■ N ■ N N ■、■■ 

写真ファイル 

■ 、 ■ 、■、■、■、■、■、■ - 

音楽ファイル 

■ ■、■ N 、■、■、■■、■ N N 、■■、■■、 


DLNA 対応機器で対応していないファイルの場合、上記の拡張子のファイルでも再生できないことがありまず。 
お手持ちの DLNA 対応機器のマニュアルをご覧いただき、再生可能なファイルをご確認ください。 


DLNA 巧応機器から本製品が認識できないときは 

本製品の DLNA サーバー機能が無効に設定されていると、 DLNA 対応機器から本製品を認識ずることができなくなり 
まず。次のよラに DLNA サーバー機能を有効に変更してください。 

-■本製品の DLNA サーバー設定画面を表示しまず。 

.- fDLNA サーバ ー] の[使用ずる]をクリックしまず。 
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• f 保存]をクリックしまず。 
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